
　　

免
職
さ
れ
た
元
職
員
が
提
訴
、

「
職
務
内
容
に
さ
し
た
る
問
題
は

な
か
っ
た
」

神
山
町
を
訴
え
た
の
は
元
職
員

の
Ｉ
さ
ん
。
令
和

七
年
四
月
一
日
、
六
か
月

の
条
件
付
き
で
採
用
さ
れ

た
が
、
九
月
三
十
日
に
免

職
さ
れ
た
。
税
務
保
険
課

に
配
属
さ
れ
、
地
籍
調
査

等
を
担
当
し
て
い
た
。

　

免
職
は
分
限
処
分

だ
っ
た
。
不
正
行
為

や
重
大
な
過
失
に
対

し
て
行
わ
れ
る
懲
戒

処
分
で
は
な
く
、
勤

務
実
績
が
良
く
な
く
、

地
方
公
務
員
と
し
て

の
適
格
性
に
欠
け
る

と
判
断
さ
れ
た
。

　

Ｉ
さ
ん
は
こ
の
分

限
免
職
処
分
を
不
服

と
し
た
。
令
和
七
年

十
二
月
十
六
日
、
神

山
町
を
相
手
取
り
、

徳
島
地
裁
に
提
訴
。
分
限
免
職

処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
。

代
理
人
は
堀
金
博
弁
護
士
。

　
「
地
方
公
務
員
法
で
は
、
分
限

及
び
懲
戒
は
公
平
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

分
限
免
職
は
身
分
を
失
わ
せ
る

過
酷
な
処
分
で
あ
る
た
め
、
判

断
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

原
告
（
Ｉ
さ
ん
）
の
職
務
内

容
に
さ
し
た
る
問
題
が
な
か
っ
た

に
も
か
わ
ら
ず
処
分
が
な
さ
れ
た
。

裁
量
権
の
踰
越
や
濫
用
が
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
処
分
は
違

法
だ
」（
原
告
訴
状
の
要
約
）。

　「
職
務
遂
行
能
力
に
欠
け
る
」、

反
論
す
る
神
山
町

原
告
の
訴
え
に
対
し
、
神
山
町

は
「
採
用
期
間
中
、
職
員
に

職
務
遂
行
能
力
が
欠
け
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
分
限
免
職
処
分
で

き
る
」
と
反
論
す
る
。
代
理
人
は

笹
谷
正
廣
弁
護
士
だ
。

　

神
山
町
は
令
和
八
年
二
月
十
日
、

地
裁
に
答
弁
書
を
提
出
。
添
付
資

料
で
職
務
遂
行
能
力
が
欠
け
る
と

判
断
し
た
Ｉ
さ
ん
の
令
和
七
年
の

勤
務
態
度
や
問
題
言
動
を
列
挙
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
だ
。

■
四
月
一
日

　

接
客
や
電
話
応
対
を
学
ぶ
新

人
研
修
で
、
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
そ

う
で
あ
っ
た
。「
い
ち
か
ら
わ

か
る
地
方
公
務
員
仕
事
の
き
ほ

ん
」
を
読
ん
で
い
る
と
は
思
え

な
い
言
動
だ
っ
た
。

■
四
月
二
十
八
日

　

Ｇ
係
長
が
伝
票
処
理
を
指
導
し

た
。
Ｉ
氏
は「
こ
れ
っ

て
い
ち
い
ち
覚
え
な

い
と
い
け
な
い
こ
と

で
す
か
。
公
務
員
は

三
年
で
異
動
す
る
の

に
意
味
あ
り
ま
す
か
」

と
発
言
。
ふ
て
く
さ

れ
た
態
度
だ
っ
た
。

■
五
月
初
旬

　

日
直
業
務
を
Ｘ
主

事
が
説
明
し
た
が
、

Ｉ
氏
は
説
明
中
、
席

を
立
っ
た
り
、
パ

ソ
コ
ン
で
作
業
し
た

り
し
て
Ｘ
主
事
に
顔

を
向
け
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

■
七
月
一
日

　

Ｂ
主
事
が
外
線
電

話
に
対
応
。
地
籍
調

査
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
Ｉ
氏
に
「
つ
な
い
で
も
い
い
で

す
か
」
と
確
認
す
る
と
、
Ｉ
氏
は

「
担
当
者
不
在
の
た
め
、
折
り
返

し
電
話
す
る
よ
う
お
伝
え
頂
け
ま

す
か
」。
自
分
が
担
当
者
な
の
に
、

「
担
当
者
不
在
」
と
対
応
し
た
。

■
七
月
頃

　

外
線
電
話
で
「
地
籍
係
に
つ
な

い
で
」
と
か
か
っ
て
き
た
。
Ｉ
氏

に
回
す
と
、「
業
者
の
方
で
す
か
。

個
人
の
方
で
す
か
」

と
繰
り
返
す
ば
か

り
で
、
電
話
に
出
よ

う
と
し
な
か
っ
た
。

■
九
月
二
十
日　

　

日
直
で
弔
電
処
理

し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
。
喪
主
で
は

な
く
、
死
亡
者
に
宛

て
て
弔
電
を
送
っ
た
。

■
九
月
二
十
二
日

　

Ｗ
補
佐
が
電
話
で

弔
電
ミ
ス
を
指
摘
す

る
と
、
Ｉ
氏
は
「
電

話
し
て
い
る
の
は
誰

で
す
か
」。
事
前
に

名
乗
っ
て
い
た
Ｗ
補

佐
が
「
次
回
か
ら
は

気
を
付
け
て
も
ら
い

た
い
」
と
指
導
す
る

と
、「
い
や
そ
う
で

は
な
く
、
今
電
話
を

か
け
て
い
る
の
は
誰

な
ん
で
す
か
」
と
言

い
返
し
た
。

　

Ｉ
さ
ん
の
勤
務
態

度
や
問
題
言
動
を
列

挙
し
た
神
山
町
は
、

「
分
限
免
職
処
分
を

行
っ
た
の
は
、
原
告
の
勤
務
態
度
に

問
題
が
あ
っ
た
た
め
」
と
主
張
。「
判

断
は
違
法
で
は
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　
「
任
命
権
者
に
は
相
応
の
裁
量

権
が
認
め
ら
れ
る
。
被
告
（
神
山

町
）
が
行
な
っ
た
判
断
を
、
裁
量

権
の
行
使
を
誤
っ
た
違
法
な
も
の

と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明

ら
か
」（
被
告
答
弁
書
の
要
約
）。

　
「
免
職
は
違
法
。
裁
量
権
の
濫

用
だ
」
と
主
張
す
る
Ｉ
さ
ん
と
具

体
例
を
提
示
し
「
違
法
で
は
な
い
」

と
反
論
す
る
神
山
町
。
は
た
し
て

徳
島
地
裁
は
神
山
町
で
勃
発
し
た

労
働
紛
争
を
ど
う
裁
く
の
か
。
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日本料理　かこみ
営業時間：月～土 12:00 - 14:00
                                     18:00 - 22:00

定休日 : 日曜日
住所 : 大阪市北区堂島１丁目５番 25号
　　　ホテルエルセラーン大阪  地下 1階

http://www.kakomi.jp
電話：06-6136-3155

旬味×革新の会席料理  洗練と本物にこだわる粋な空間

　

今
回
は
季
節
感
溢
れ
る
食
材
が
創
作

料
理
で
堪
能
で
き
る
日
本
料
理
店
を
訪

ね
た
。
店
名
は「
日
本
料
理　

か
こ
み
」。

場
所
は
大
阪
市
北
区
堂
島
。
ホ
テ
ル
エ

ル
セ
ラ
ー
ン
大
阪
の
地
下
一
階
だ
。

　
「
か
こ
み
」
と
い
う
店
名
は
店
主
の
名

前
か
ら
取
っ
て
い
る
。
栫
山
（
か
こ
や

ま
）
一
希
氏
。
大
阪
料
理
の
伝
統
を
継

承
す
る
料
理
人
。
大
阪
伏
見
町
で
経
営

す
る
「
栫
山
」
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星

を
獲
得
し
て
い
る
。

　

味
わ
っ
た
の
は
旬
の
食
材
が
楽
し
め

る
お
ま
か
せ
コ
ー
ス
料
理
。
当
日
の
メ

イ
ン
食
材
は
ハ
モ
。
産
地
を
聞
く
と
、

「
徳
島
の
ハ
モ
で
す
。美
味
し
い
で
す
よ
。

ご
期
待
下
さ
い
」。

期
待
感
が
膨
ら
む
。

　

出
さ
れ
た
ハ
モ
料

理
は
絶
品
だ
っ
た
。

湯
引
き
は
絶
妙
な
食

感
。
梅
肉
、
味
噌
味

な
ど
の
味
付
け
も
繊

細
だ
。
唐
揚
げ
も
味

付
け
は
シ
ン
プ
ル
だ

が
芳
醇
。
噛
む
ほ
ど

に
風
味
が
滲
み
出
る
。

　

琵
琶
マ
ス
の
刺

身
も
美
味
だ
っ
た
。
琵
琶
湖
に
し
か
生

息
し
な
い
琵
琶
マ
ス
。
口
当
た
り
の

い
い
滑
ら
か
な
味
わ
い
だ
っ
た
。
鮎

ご
は
ん
は
鮎
の
香
り
が
堪
能
で
き
る

贅
沢
な
一
品
だ
っ
た
。

　

旬
の
食
材
を
熟
練
の
技
と
料
理
マ
イ

ン
ド
で
引
き
立
て
る
「
か
こ
み
」。
一

品
ご
と
に
食
材
と
料
理
方
法
な
ど
メ

ニ
ュ
ー
の
内
容
が
説
明
さ
れ
、
料
理
へ

の
好
奇
心
を
掻
き
立
て
て
く
れ
る
。

　

丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
料

理
人
の
石
原
楓
恋
（
か
れ
ん
）
さ
ん
。

入
店
三
年
目
。
出
身
は
愛
媛
県
西
条
市
。

日
本
料
理
へ
の
情
熱
と
探
求
心
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
女
料
理
人
だ
。

　
「
将
来
は
地
元
に
帰
り
、
自
分
の
店
を

持
ち
た
い
で
す
」
と
微
笑
む
石
原
さ
ん
。

「
徳
島
の
方
が
経
営
す
る
店
な
ど
大
阪
に

は
個
性
的
な
日
本
料
理
店
が
多
い
で
す
。

是
非
食
べ
歩
き
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。

旬
の
食
材
の
旨
さ
を
生
か
し
た
創
作

料
理
が
楽
し
め
、
溌
剌
と
し
た
料
理
人

が
も
て
な
し
心
で
食
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
く
れ
る
「
か
こ
み
」。
洗
練
さ
れ
た
日

本
料
理
の
真
髄
が
体
感
で
き
る
店
だ
。

　

店
が
入
居
す
る
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
ホ
テ
ル

は
エ
ン
セ
ラ
ー
ン
化
粧
品
㈱
が
経
営
す

る
。
同
社
の
石
橋
会
長
は
小
松
島
市
出

身
。
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
と
い
う
言
葉
は
造
語

で
「
純
粋
な
心
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
。

　
神
山
町
役
場
で
労
働
紛
争
だ
。
分
限
免
職
処
分
さ
れ
た
元
職

員
が
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
て
訴
え
た
。「
弔
電
を
喪
主
で

な
く
死
亡
者
に
送
っ
た
」
な
ど
職
員
の
数
々
の
問
題
行
為
を
列

挙
す
る
神
山
町
。
元
職
員
は
町
側
の
裁
量
権
の
濫
用
を
指
摘
す

る
。
は
た
し
て
徳
島
地
裁
は
ど
ん
な
判
断
を
行
う
の
か
。

水を大切に使う社会水を大切に使う社会

水を最大限に有効活用しながら、
渇水などのリスクを最小限に抑え、
私たちが安心で快適に暮らし続けることを
目指しましょう

559559

「職務遂行能力に欠けた」「職務遂行能力に欠けた」「職務遂行能力に欠けた」

「免職処分を取り消せ」

元職員が神山町を提訴
「免職処分を取り消せ」

元職員が神山町を提訴
「免職処分を取り消せ」

元職員が神山町を提訴

六か月勤務後に分限免職六か月勤務後に分限免職反
論
す
る
神
山
町

反
論
す
る
神
山
町 河野神山町長

昭和31年 2月 27日　　　第三種郵便物認可 トリビューンしこく 第 1638 号 令和 8年 7月 25日（土曜日）

来
春
知
事
選
で
の
再
選
出
馬
に
意
欲
を
見
せ
る
後
藤
田
知
事
。
経
産
官
僚
の
新
居
氏
や
県
内
女
性
首
長
の
擁
立
説
が
囁
か
れ
る
な
ど
、
包
囲
網
が
徐
々
に
狭
ま
っ
て
い
る
。
女
性
候
補
が
出
現
す
れ
ば
、
過
去
に
週
刊
誌
で
女
性
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
報
じ
ら
れ
た
知
事
に
震
撼
走
る
か
。

利
益
相
反
が
問
わ
れ
る
姜
副
理
事
長
経
営
企
業
へ
の
業
務
委
託
問
題
を
十
八
日
の
理
事
会
で
再
協
議
す
る
県
観
光
協
会
。
渦
中
の
姜
副
理
事
長
は
「「
業
務
委
託
な
ど
私
か
ら
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
」」
と
新
居
常
務
に
辞
任
を
示
唆
。
去
就
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

▲旬の食材が創作料理で堪能でき
る。料理人の石原さんが一品ずつ
メニューを説明してくれる。


